
 

 

 

 

 

    

ワークショップにより集落営農法人の水稲単収向上対策を検討 

‐甲賀市信楽町(農)宮町営農組合で地域診断を実施‐ 

 

当課は令和 2年 12 月 19日、甲賀農業センター担い手支援班と連携して、宮町営

農組合理事会および組織のオペレーター計 12名を集め、(農)宮町営農組合におけ

る次年度の単収向上計画の策定を目的とした、ワークショップの開催を支援しまし

た。 

 

このワークショップでは、普及指導員がファシリテータを務め、水稲の単収向上

と品質向上のために、「できること」、「改善すること」、「導入するもの」について

意見を出してもらい、法人が主体となって、出された意見を整理し、対策の関係図

を作り、今後法人が取り組む収益向上対策としてまとめました。 

ワークショップの後、引き続き理事会が開催され、単収を向上させるための課題

と対策について、本年度の総会で提案する具体的な単収向上対策案を、次回の理事

会で検討することが話し合われました。 

当課では集落営農法人で取り組む単収向上対策について、継続的に支援を行う予

定です。 
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